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いくことになる。図 1 に示したように、入学者数についてみれば、1990 年代以降、博士課
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なお、「パートタイム職＋定職」収入の額をみると、修士課程 508,200 円、博士課程








大学院生）では 80 万円にのぼる。これに対し、有職者では 13 万円にすぎない。つまり、
当然の結果とはいえ、定職を有する大学院生は、家庭からの支援に依存していない傾向がみ
られる。
第 2 に、パートタイム職従事率をみれば、定職をもたない人では 74.6％であるのに対し、
定職ももっている人では 24.4％にすぎない。
第 3 に、定職をもちながら、奨学金も受給している人は、全大学院生の 2.9％にすぎない。
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図 2　収入源の構成
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が、修士課程で 0.7％、博士課程で 4.5％、専門職学位課程で 0.6％含まれる。以下の分析は、
とくに断らない場合には、これら定職をもちながらアルバイトにも従事している大学院生
を、含んだ集計となっている。
それでは、どの程度の大学院生が、TA・RA に従事しているのだろうか。図 3 に示した



































れば、修士課程 5.41 時間、博士課程 4.69 時間、専門職学位課程 2.80 時間と、学部生に比
べて、修士課程と博士課程では半分程度、専門職学位課程では３分の１以下にすぎない。
同様に、実額平均でみれば、パートタイム職年収は、修士課程 28 万円、博士課程 63 万
































































パ トータイム職年収（円） 週当たりパ トータイム職従事時間（時間） パ トータイム職時給（円）
課程 (A) (B) (C=A/B)
学部生 457,346 14.0 627 
修士課程 398,469 10.8 706 
博士課程 888,041 13.6 1,250 
専門職学位課程 413,745 10.5 755 
表注） ①最近 1 週間の「TA」、「RA」、「アルバイト・定職」の従事時間のいずれかに 1 時間以上の時間の回答があり、パー
トタイム職年収のあった学生に限った集計。ただし、定職従事者については、アルバイト兼業者を含めて、
除外してある。

























































































































































ろうか8）。図 8 から分かるように、第 1 に、学部生の場合は 72.8％が、軽労働（「飲食業」
＋「販売」＋「販売・飲食を除く軽労働」）に従事している。これに対し、大学院生の場合
は、その比率は、修士課程 45.1％、専門職学位課程 37.4％、博士課程 12.0％と、かなり低
くなっている。































































































































9.1 35.2 738 7.8 35.0 864 9.2 54.8 1144 6.9 34.1 945 
事務 12.3 42.8 667 10.0 34.5 664 12.1 52.4 829 10.4 44.5 822 
販売 15.5 48.2 598 13.1 46.2 679 14.2 59.8 807 13.4 47.6 684 





13.3 38.6 555 11.2 40.6 694 12.8 54.2 814 9.8 27.4 535 
重労働・ 
危険作業
13.9 39.1 538 13.5 39.2 557 12.2 51.1 805 14.3 39.5 532 
特殊技能 12.9 44.6 662 12.0 61.0 976 13.9 174.8 2416 12.8 70.0 1052 
その他 12.4 41.4 639 11.5 52.2 868 12.2 157.1 2465 11.0 54.3 945 






































武蔵野大学教養教育リサーチセンター 紀要　e Basis Vol.7（2017.3）
6.2.　パートタイム職労働の状況
⑥ 2014 年度における、経常的・臨時的なアルバイトの両方を含むパートタイム職従事率
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て約 1.2 倍高くなっている。博士課程では、「特殊技能」、「その他」の職種では、学部生の
































4 ）　岩田弘三「アルバイト従事状況」、日本学生支援機構『「平成 26 年度学生生活調査」結果の概要』、
日本学生支援機構ホームページ、http://www.jasso.go.jp/about/statistics/gakusei_chosa/__ics-
Files/aeldle/2016/03/18/data14_outline.pdf
5 ）　調査票では、1 ＝「0 時間」、2 ＝「1～5 時間」、 3 ＝「6～10 時間」、4 ＝「11～15 時間」、5 ＝




6 ）　定職・アルバイトの兼業者を除けば、週あたりのパートタイム職従事時間 は、修士課程 7.43






































（2）　本研究は、日本学術振興会 科学研究費補助金基盤研究（B）平成 27～30 年度「教育費負担と
進路選択における学生支援の在り方に関する調査研究」（代表：小林雅之）の成果の一部である。
